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航空撚料:に於r.主 要な課題の一?に 耐爆因iの問題,ボあ.るド此の冏癌 に關 して,皖1τ可な
i'. .り以繭が ら{酔と研獅 難 められてゐ.るに:.も.掬ちす,今 庶 完奎1塀 決 されゐ.ない 欺態であ
1る 、 ・




.ノ ッキ著グが起れ鵬 壓縮地を廟やた縮果,.熱薙奉が上昇する昌こ.うか,む レろ却うて低下
F.し.購 納 の皺 は脇 的吐 昇.して過熱され運 ・.}峨 が酬 き謹 韓が困me(・tF.るこ
lL㌻ 驫.し 。鹸 酬 職,。 。。。嚇 。。。。,。。。。、。齢　　　 　 　　 　 コ
..航 一zz料の耐瀑性.を檢 するには,これ.を實際の發動機に使用 して見 る.のに越 した こと.はなV・
　
・ が,未知の試料に就て一. か々か る試驗は拍i倒であ.るばか りでなく,.同種の試料に就ても,發 動
1麟 ・・灘 腱 贈 蜘 … 來螺 あ・… 磯 驪 …"嫡 靴 .した 單 氣 筒 機 關 を 用 ひ ・.}定め 條 件 下 ・
.騨 撚 料 と 捜 キ ガ の 馨 腱 堆 較 す る こ と
llt依つts試 料 の 輯 騨 の 大 小 を 定 め る瀬 鯉 と してlc・F.R・.り.v.一チ 法 ・c;F・R・..勘 タ ー
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法,ア.メリヵ陸軍法 その他の諸法が生れたが,砒等の方法に依る:と,特殊の機械設勲 要 し
瞥通の實融 垂では,仲 々容易に行ぴ難い・ 着 し普邁あ賓絵室で,.簡單iζ麟得め耐懌性が調べ
られ るとしriならば,實用上は も.とよn,ノヅキング現象の本質の寵明に.も華だ都合が よい・
撚料を椿成鰭る成分の耐壜性はそ兮種類に年つて異つて來 る傾向が屑つてゐろ3㌃燃粁の成
;分の種嶺が異れば,從 つて,そ の比重,沸蠢,裳面張九 分子槫造の如C異 つて來 る.それ
故,閲 接的ではあるが,此等の物理化學的性質を利沼して,燃料の耐爆牲 を簡單に知.らんとす 畠








いやう鱸 ⑫ 讎 鮒 の都 依つでも可な.り嘩 嘩 齢 硼 合があるので・懲 黔塗 つ
て礁 塾 灘 鮒 嫗 別指卿 ることが髞 な噸 孀 鋤 の.ものでな～濘 動 或る定
まつた探件の下に於ける相鉦的な差を知る程度で滿足ずべきものであるとレたなちぱ乏.そめ差
璽 り噸 摩 婦 な肪 勧 難 ゆ をした餌 欄 合である.と恥 こと瞳 る・
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それ らに少量の耐麟1,催 麟 を混.ヒた も.の等 慨來る丈數多くの種類
木報告に於ては空氣中.にて測定.した結果 に就て蓮ぺ.るし
,







ア 　コ 　 　　
電熱用eク ・4・taNに電流を通じて加熱 し 墳堝 ¢ の壁の温度
が壁に固定せる熱電針に依 り,パ イロォ.尸ター マ リ指鎌から所望
の臓 に一定 し嫡 鯏 ウ蝣,.ピ ペ ヅ トP瞞 轆 入t・,'滴 下孔Flg・1・ILPI・r・us・
・IIの,聯 よ..り・坿堝 ℃.の内部i・n'Fe.しめる・.聯 醐 α5mmめ.ピペ ツ トを,胚 れtt)一.滴約0.01。¢となつた・a」囘の測定毎に,騎FLを 踏んで,.'豫熱された空氣をAを 通 じてCの.
收めてある蹇間に邊入し,換氣する・發火待時糊 ば温度め變動と共に,一般に埼減ナる故～一
定湟震4)下に,藪 罔以上め測定にて,一 定埴が得:られ海衝 温度≧變動させて測定を繰返 し,




妙なi笙に依つて,影 響され る度鋤 囓:も 文,.發火待時 間が.α2秒以'ド瞰 る澀度に於ては測
定が菌難で不iF確にな り易レP・
iii賞驗裝置q償M度 の吟味
發火待時fisは,種々の要素に灘1・彰響 されると云 は咋てゐ.る")D'(f・ft驗條件を・色 々と
變化させて,測 定結果に及ぼす效果 を調べ,實驗装 置の信韻度を吟味 した・
a}坩堝の材質
坩塙の材質が異つた揚合の發火待時間に笈iSt差異 に就て,田ヘブタン,69ガソリン,イソ
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dJPorcelaio-0 0.9 0.30.9 0.2
唱Al
aIron 0.50.0 0,｢一.0.5 0.3^91.9o.:一〇s o.:.6
V
INickel 0.51.0 0.40.6 0:3一一〇.h b.3～0.弓 0.2., ・, .-
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.箏壊 蜴 鶴n,:.1曜度醐 物 範跏 で馴'恥の大琶.さ畷 燈 時間への影駄..髄學 醤 嘩 砂 であ:る・と紛 る・
:C).懴料滴下用…ピペ.ツトの内経
.先端内徑オ・・1・Zm・吸 ぴ.0.5mroの二種 め試料滴卞mピ ベ弥 を鵬,69〃.リ ン・94ガ甥
.vj[tis.彳ソォ クダンに就てどペ ツトの内經の大少,媒言すれば諱料の滴下容量の多少が,同一
巌 で,.鰍 待時悶級 ぼす影勧 蹴 て唯 した.そ.の課 を第 駿 に示す・
Tab!c3。effect.ofi」merdiameter嘱}f匝母c田c弱》1εupon惚niヒiontirna.亅a昏脚......丶
atbOOｰC at6A6ｰC一 .」一 一 、.
1.9mmtube 0.6iumhiLe1.2mmtube O.6mmlti6｢
麟 瓢 sec鹽 .5ec・
」
.⑲.9脚1羣・・ r.os i:i os O.R
.94.gawline 1.95. -9b 1.4^7."a i.a





.翻.を節約す妹 め本鰍 以外・滴下Jfiifペツ.トは先端酪0・5mmあ ものを働 け る1こと
,・. に した ・ ノ`'.d}滴 下孔φ大 きさ..'
レ 驪欝藪驚嶽黒鰐欝鑼 灘響:
・
噛.② 揚合犀な.る≧,明 らかに墸大する傾向がみ られる・
,.45・ 皿 の齢 齟 度の難 が靜 易く.・..5屮m.殫合雌 氣に鞭 な.ので・横 騨 欄 下
礼は直徑.15ti'mめもめ.を使 璃す る.ことに した.
鱈 識 職 。蜘 糟,廰 行:は蜘 。卿 瞬 。。坩
き.物 面め巌 を閥攤 して齪 して彫 ぬζと廠 り・畑 帥 に起る麺 灘 畷 興 變化t'耀 糊 碑 い・そこ熾 燃 ・坩靹 動 鰤 嘩 批 構 な櫨1瞳 翻 醐 巌 駆
・ せて澱 を測鶴 たゆ か噺 うすると・嫻 触 の醸 の變化煙 く郷 垈.りに撚 購 ゆ.
、纏 吐 めφ影勸 励 は頃 暁 と考へら纎 めで譌翻 の瀧 嬾 の醒 曦 鵤さ燥
姦.糲韆灘i鑼韆疑雛 攤 猫 叢崇!文 パイ;向メ戸 ターの指針の示す温度は外壁の蝸合内壁の揚合 より,3℃ ん8。C.商ぐ.なる1「.魯4
{f鷭 .・.㌧ .
コ コ コ
















































































(500。Cより750。Cに亙 って,高 温 になる稈差が大lcなる).正 ベ プ タン,69ガソ リン,栖精,
イ.ソオ クタン.及び トル オールに就 ての測定結果 を第.3鬪に示 す.'
.鄒 園の轍 は・パイ卵 づ 吻 指針の示す巌 をその驫 探つてあるから{琳 締





すれ ば次 の如.くで ある ・'..'
.イソオ クタ ン及 び疋ヘプ タ ン,シ ク.回ヘ キサ ン,四 エチル鉛 は 日本嘗遑株 弐合蔽.より,メ シ
チレ ン・:シク."ぺ』ンクン,.69h'.vリVN94.一ガ ソ リン(オ クタン厭 々.6畩94).1紳知 峰
研 突所 よ り,そ れ ぞれ寄膾 の もの を使 用に供 した 一
上 逑 の もめを除 ぐ:ペン ゾ」'レ.以下各種 の有機液照 は市販品.を常 法 に依 ゆ精 製 した も¢)を用.











.糲 齦 魅 素・鮮 欟 ・黼 ガ ソリン・ア加 一噸 ・'rFン黐 びエヴ ル確lr就.
.きb嚢火待時間濫度曲線 を求めて見た・その結果を第4圖 のA,B,c;D,E,F.K示す.
・ ㈹ 各戳 粥 の發*待 時間温度曲talこ及1貯m爆m蚕 加の影響'
.各程紬炭花水素,.・標準撚料,.各種ガ.ソリγ・ア.ルコr・ル類・ケ ト.ン類及びニーテル類等に・..
ノ
.髄空縢料の鮒螺剤とし℃用ひられ るア昌り払 並 趣ζ叩 荊チル鉛を別ダに夫々2%及PtO・1%の割
合で添加しkものIC發火待時間噸絲を求め1これと・同.じ實験條件の一F'に,醐 ≧添加 しない










































































写即 血包 脚 喋 二:lgniiヒign↑eml兇ra且u盻(ρe}:




























































































































































































































































































































































































物 理 化 学 の 進 歩Vol.19No.2&3(1945).諭
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各麁純麦化水嵩 アルコL一』類,ケ トン類双ぴ エーテノレ類 に航室燃料の催爆劑として働 く
亜硝酸イソア ミールを5%添加 したものの,發 乗待時間温度曲線を求め,こ れと同 じ實驗條件








































































,Sφ 蜘 騨.・19h恥 ㌃Te曙 ・ t・e(OC)




























































































ずるととろにある.此 の 目的を遑成する7`CAJの一手段として,開 放式坩堝法に依る.自然發火
.濃度の測定を行ひ,發火待時間が温度と共 に變動する模様を調べて見た・斯 くする.ことが,或
.特走φ爽火待時間に.のタ注同した發火黠を求める.より.もk現 貌を廣 く親察するこξに より.,.
租互の差畢を知 るに適當であると思つたからである.,.吾kの實驗條件の範闃丙で
,廁定結果に著 しゃ影響 を與へた もりめ中の一〇は,坩堝の材質
であう:だ・白金や鍮 昌ツケルの埋 咼瞰 製㊧坩堝に地.して灘 傳導度が大であ り～.i姻灘
り分布偏倚が小rctる長所櫛.勧 ・・文その反面辮 量が小である.ため・澱 の變動が尠 易
、






































異め揚合のやう忙;・著 しく;そ亀影響綜現れナ,高オ クタン價め試粁に於ては認 あ難いが,低 オ










の娯 である一.鄭灘 賊.礁 料岬 爆鰄 は催騨 騰 帆 た:齢と・黙 らざる齢.t.ｫ
於て求:め嬢 火瀦 儲 疲鰍 の蠻動の模様.より燃料の自然發火現象からみた舉動ρ蝦 がb
.鶴れ,遭の饌 瞭 科の繊 に艪 應 して靴 する齣 を示しTajるζと力喇 る・,.
幽
TxLle4.Summary。fthe..behnNOUr..pf.Oariousfuels.h..theigni[i。・ 固 ・
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シ ク ロ へ.キ サ ン
デ カ リ ン
.ヂ イ ソフ'ロ ビ.ル呂 昌.テル
・.ヂエ.チ ル..工 一 テ ル











































































パ ラ.フイ.ン系及びナフテ ン系炭化水素,並に既等の淡化水素を主成分 とする方 ゾリンに繭爆




る編 畑 の中で叡 嫩 であると認めらに ゐる陬 チル鉛蹴 て齦 も研究力・行節 て
'
ゐる・.毛め研突緒巣1に依れば,ベ ンゾー ル系の淡化水素は パ テフイン系及び.ナラテン系の淡
伽 燦 よ.り細 エチル鉛の效果力窮 つてゐ.る.と言齢 てゐるN)正と等加鉛效果φ少嚇 繕に,
匹;.≠ル鉛 を:添加して見て も.頚火待時間温度曲線は高温開へすれると去ふことほ殆ん.ξ認め
ら撞 励 ・ 認齢 れるとして 礪 少で ある.・ζれ聯5剛Aの 示す勵 である・
蜘 爆醍 逆の勵き:を.する催欟 を繊 撚料に添加すれば沸 ンヂ.ン内で ノッキ ングが緲.
易ぐ.な.7と云ふ事でφ る瑚・
吾.k.の搨伽 催爆劑:として,、亞硝酸イソア ミルを各種撚料k添 加すれ揮發火待時間温度曲線
ぽ慨 顱1ヘナれるのオ現 られ る 此`ま第6勵 こ示 された邁 りで.ある・
此等ρ磁.り 見て減 る瀞 のエ ンヂン内の ノ.ツ.キ.ングの穆度と歟 待曙 膃 度曲線の位置
t.の商には譁 行麟 めあるLと力吩 る.・'
蓼 櫨 鱒 のski待黼 醸 辮 の配ダ僻 と謄 クタ順 の騨 蹴 嘲 べて皐る
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果 繁 氏 ・ ノッ キ ング 麗 象,103(昭1S)・
.14).秋 「磯 民 ・ 炒 タ ン便,釦1,鰤(etc>;
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働 醐 黻 含ま酪 種試料に1肩チエ・皺 ア_,ン を別彗 漁 しz:火待噸 醸




.酌轍 は低瀏 へ翅 る糖iltの低卞め仕方鰍 料の組成に靴 て馳 があ.る・
ω 擁 期 の發火待黼 温戯 線の配列め順序と・オ妙 ン價の高低とρ關鶴 繊 と.
'
ノ
is)秋 田穣 民,オ.ク タ ン債,115,libtea(昭to)・
堤 繁氏,ノ ツギ ン グ現 象,ioi(昭is)・.・
讐
,.、
















物 理 化 学 の 進 歩Vol.19No怨
發 火の畢動の近似せるものだけに就ては,略 卒行 しtゐ.ると見 られる・
㎎
iD
本研究の逮行に當つて終始卸懇篤なる御指t熱 烈なる御鞭健 とを賜はつた 恐師堀揚教投
に滿腔の感謝を捧げる・.
又研究開始に際 して,適 切nる 助言を與へ らたる後蓐廉李恥戦授にも厚 く.感謝する・ 實験
上獻身的な協力を得た木村鯉二君に も深謝す る・ 筒貫重な る粢料を提供せられた讃方面にも,.
.謝意 を表 レたv・・
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